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Multimodal Technologies, Inc.Multimodal Technologies, Inc.Multimodal Technologies, Inc.Multimodal Technologies, Inc.（米国）（米国）（米国）（米国）との契約内容との契約内容との契約内容との契約内容のののの変更に関変更に関変更に関変更に関するお知らせするお知らせするお知らせするお知らせ    

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、Multimodal Technologies, Inc.（米国）（以下、MTI社）とのライ

センス契約に関する契約内容変更の覚書を締結する旨の決議を行いましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 契約内容変更の概要 

当社は、MTI 社から日本語における音声認識技術のライセンス契約（＊参考）を複数締結しており、ライセ

ンスを使用する対価としてMTI社にロイヤリティを支払っております。一方で当社の中長期的な収益力の向上

のため、MTI 社にロイヤリティ料率を低減すべく交渉を行ってまいりました。このたび、MTI 社と一定の条件

の下、ロイヤリティ料率を低減する旨の合意ができ、契約内容を変更する覚書を締結することとなりました。 

 なお、契約内容の変更に際し、当社はMTI社に3,500千米ドルを対価として支払うこととなります。 

 

契約締結日：平成23年９月30日 

 

（参考）当社とMTI社の間で締結している音声認識技術のライセンス契約の一部 

契約書名 契約内容 契約期間 

Development and Cross License Agre

ement 

（開発及びクロスライセンス契約） 

Multimodal Technologies, Inc.（以下「MTI

社」）の音声認識技術を組み込んだ日本語音声

認識の製品・サービスを独占的に作成・販売

（サブライセンス等による間接的な販売形態を

含む。）する権利を、当社に付与する契約。当

社は、日本語音声認識技術の開発をMTI社に委

託できるほか、MTI社の音声認識プログラムの

ソースコードを改変して、自ら日本語音声認識

プログラムの改訂・改良・機能強化を行うこと

ができる。 

平成15年２月20日から平成

22年３月31日。以後、１年毎

の自動更新。 

Japanese Computer Assisted Languag

e Learning Vertical Field Agreemen

t 

（日本人向けコンピュータ支援言語学

習分野における契約） 

MTI社の音声認識技術を組み込んだ、コン

ピュータ補助による日本人向け英語学習の製

品・サービスを作成・販売（サブライセンス等

による間接的な販売形態を含む。）する権利

を、当社に付与する契約。当社は、日本人向け

英語学習補助技術の開発をMTI社に委託できる

ほか、MTI社の音声認識プログラムのソース

コードを改変して、自ら日本人向け英語学習補

助プログラムの改訂・改良・機能強化を行うこ

とができる。 

平成15年５月１日から平成22

年３月31日。以後、１年毎の

自動更新。 



 

 

 

契約書名 契約内容 契約期間 

Supplemental Agreement 

（補足契約） 

一定の対価の支払いを条件として、当社がMTI

社の音声認識プログラムのソースコード改変権

を獲得し、MTI社から当社社員に対して同ソー

スコード利用のトレーニングの提供を受けるた

めの契約。 

この契約の締結と同時に、①第９期以前からの

重要契約において記載している２契約につい

て、ソースコード改変権の取得に伴うライセン

ス事項の追加と契約期間延長のための修正契約

を締結している。 

平成18年７月４日から平成22

年３月31日。以後、１年毎の

自動更新。 

 

２． 今後の見通し 

 契約締結時に当社がMTI社に支払う3,500千米ドルは、５年間の償却期間で売上原価に計上する予定であり

ます。平成 24 年３月期連結業績予想数値は、償却に伴い売上原価が増加いたしますが、直近の販売費及び一

般管理費の削減で吸収できる見通しであり、現段階では業績予想数値の修正はございません。 

中長期的には、MTI 社に支払うロイヤリティ料率の低減するため、当社の収益力向上につながるものと見込

んでおります。 

 

以 上

 


